
Sept 1, 2022

バックキャスティングにおける
ビジョンの質と創造性発揮の動機づけとの関係

The Quality of Visions and Motivation for Creativity 
in Backcasting

磯野誠
Makoto Isono

公⽴⿃取環境⼤学
Tottori Univ. of Env. Studies

1



バックキャスティングにおける
ビジョンの質と創造性発揮の動機づけとの関係

１．概要

２．バックキャスティングによるイノベーション機会の特定

３．ビジョンの質と効果

４．⽬標と動機づけ

５．仮説モデル

６．今後の予定

参考⽂献

2



１．概要

研究⽬的：
バックキャスティングによって、持続可能社会実現に求められるイノベー
ション機会を特定し得る。イノベーション機会の特定には、関係者による
創造性発揮が先⾏する。
バックキャスティングにおいて、どのようなビジョンが、関係者による創
造性発揮を動機づけるかについて、⾃⼰決定理論に依拠して、検討。
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２．バックキャスティングによるイノベーション機会の特定
バックキャスティング（Quist & Vergragt 2011)：望ましい未来像を描き、いかにして実現
するかの道筋を計画⽴てるために、未来から現在へと⾒通しをつけること。
望ましい未来像(＝ビジョン)＋道筋 ＝ シナリオ（Kishita et al. 2016）

持続可能社会実現への道筋は、現在の延⻑によってだけでは描き得ない。
バックキャスティングによって、持続可能社会実現への道筋を描けば、
求められるイノベーション機会が特定され得る（Vergragt & Quist 2011；Dreborg 1996）
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２．バックキャスティングによるイノベーション機会の特定
バックキャスティング（Quist & Vergragt 2011)：望ましい未来像を描き、いかにして実現
するかの道筋を計画⽴てるために、未来から現在へと⾒通しをつけること。
望ましい未来像(＝ビジョン)＋道筋 ＝ シナリオ（Kishita et al. 2016）

持続可能社会実現への道筋は、現在の延⻑によってだけでは描き得ない。
バックキャスティングによって、持続可能社会実現への道筋を描けば、
求められるイノベーション機会が特定され得る（Vergragt & Quist 2011；Dreborg 1996）

ただし、バックキャスティングにも、イノベーション機会特定により効果的な
場合とそうでない場合とがあり得るであろう。
特に、ビジョンの質、すなわち未来像とそれへの道筋の描かれ⽅の、イノベー
ション機会の特定への影響についての知⾒は⾒当たらない。

バックキャスティングは、多様な関係者によって担われる（Quist & Vergragt 2011)

イノベーション創出←（関係者による）創造性の発揮←動機づけ
(Amabile 1988; Weisberg 1993; Finke et al. 1992）

5
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するかの道筋を計画⽴てるために、未来から現在へと⾒通しをつけること。
望ましい未来像(＝ビジョン)＋道筋 ＝ シナリオ（Kishita et al. 2016）

持続可能社会実現への道筋は、現在の延⻑によってだけでは描き得ない。
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求められるイノベーション機会が特定され得る（Vergragt & Quist 2011；Dreborg 1996）

ただし、バックキャスティングにも、イノベーション機会特定により効果的な
場合とそうでない場合とがあり得るであろう。
特に、ビジョンの質、すなわち未来像とそれへの道筋の描かれ⽅の、イノベー
ション機会の特定への影響についての知⾒は⾒当たらない。

バックキャスティングは、多様な関係者によって担われる（Quist & Vergragt 2011)

イノベーション創出←（関係者による）創造性の発揮←動機づけ
(Amabile 1988; Weisberg 1993; Finke et al. 1992）

研究⽬的：バックキャスティングにおけるビジョンの質と、それによるイノ
ベーション機会の特定との関係について、イノベーション機会の特定に求めら
れる、関係者による創造性発揮に対する動機づけに注⽬して、検討。 6



３．ビジョンの質と効果

Quist et al. (2011）：事例分析から
①関係者の深い関与、②関係者の多様な関与、③単⼀のビジョン、
④ビジョンの明確な⽬標と経路の提⽰、⑤制度的な安定、
⑥ビジョンの主導者の存在、⑦フォロアップ活動への強い関与、⑧協働学習
→ビジョン実現に向けての取り組みの継続

シナリオA：“Novel Protein Foods made from vegetables, molds and micro-organisms will 
substitute 40% of the meat consumption in 2035”

シナリオB：“Intelligent Cooking & Storing, environmental improvement was based on high tech 
and ICT-based solutions facilitating a lifestyle that highly resembles existing urban lifestyles in 
developed countries,” 

シナリオC：“Super-Rant, eating out and food shopping were integrated at neighbourhood level 
and it was also based on eco-efficient technologies,” 

シナリオD：“Local and Green, people growing vegetables themselves, consumption from local 
and regional food chains as much as possible,”
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３．ビジョンの質と効果

古川・⽯⽥（2013）：事例分析から
ビジョンを具体的に想像し描くこと
→ビジョン実現のためのイノベーション機会の特定とその実現

「つくる家：
家の中でエネルギーをつくる道具が増えました。家の中を吹き抜けるそよ⾵のエネルギー、⾃転

⾞やエアロバイクをこぐエネルギー、⼩さな太陽光パネルから集めるエネルギーなど、これまで
まったく⾒向きもしなかった⼩さなエネルギーを⼤切に家の中で集めるのです。⼆⽉⼗四⽇は、バ
レンタインデー、⼿作りチョコレートを贈る習慣は続いていますが、この地⽅では⼿作りエネル
ギーがはやり始めました。

お兄さんの部屋では、オシャレなマイクロ⾵⼒発電機がくるくる回っています。いろいろなバー
ジョンの発電機が発売されています。⽻がカラフルなもの、⽻の形状がトンボの⽻の凹凸を真似し
た発電効率が良いものが売られ、トンボの⽻の形状の種類も増加しています。彼は⾃分の家で蓄電
された分のエネルギーを、汎⽤型電池とセットで、⼿紙を添えて、好きな彼⼥に贈るのです。

彼⼥は彼の愛情と⼀緒に⾼価なエネルギーを度々もらえるので、携帯電話やパソコンに必要な電
気に困ったことはないようです。

最初は電池と発電機など、⾃分ですべて購⼊してエネルギーを贈っていましたが、噂が広まり、
サービスを提供する企業が登場し始めました。」
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３．ビジョンの質と効果

⽊下・他（2018）：事例分析から
ロジックツリーを⽤いたシナリオ作成法の応⽤
→関係者によるビジョン実現性に対する⾃信向上

グループA：「⾃然と調和した環境先進都市：
⼆地域居住が推進されている、街中はコンパクトシティ、⾥⼭は⾃助・共助・公助、ど
ちらの地域も、環境や防災に対する意識が⾼い」

グループB：「あこがれ都市富⼭：
“⼀⽣教育”を通して、市⺠の⼈間性がより豊かになっている、富⼭独⾃の産業（“第4次
産業”）が発展している、それらの⼈間・産業により、世界があこがれている」
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４．⽬標と動機づけ

ビジョン＝関係者組織が抱く⽬標

⼈は、何らかによって動機づけられて⾏動する。
その⾏動の質は、①動機づけられる程度と、②動機づけられ⽅による。

Deci & Ryan (1980)：

動機づけられ⽅は、⾃律性が感じられる程度により、変わる。

⾃律的動機づけ（内発的動機づけ、⾃分の内に統合化された外発的動機づけ）
⾃らが純粋にしたいと思う＝⾃律性をより感じられる
→導かれた⾏動はより⾼い効果に繋がり、持続する。

管理的動機づけ（不⼗分に⾃分の内に取り込まれた外発的動機づけ）
させられている、しなければならないと思う＝⾃律性をより感じられない
→導かれた⾏動はより低い効果に繋がり、持続しない。

→バックキャスティングにおいて、
仮説２：ビジョンが、関係者の創造性発揮に対する、⾃律的動機づけとなる時、
管理的動機づけとなる時よりも、より創造性発揮に結びつく。 10



４．⽬標と動機づけ

⼈にとっての⽬標＝その⼈の⾏動を動機づける

Deci & Ryan (2000)：

それ⾃体の達成が⽬標となるもの
例：⾃⼰の成⻑、他者との関係性のため＝その⼈にとっての上位の⽬標

→⾃律的動機づけとなる

その達成はまた別の⽬標の達成のためにあるもの
例：富のため、名声のため＝その⼈にとっての上位の⽬標にはない

→管理的動機づけとなる

→バックキャスティングにおいて、
仮説１：ビジョンが、関係者にとっての上位の⽬標と整合する時、それはより、
（彼らの創造性発揮に対する）⾃律的動機づけとなる。上位の⽬標と整合しな
い時、それはより、管理的動機づけとなる。
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５．仮説モデル

バックキャスティングにおいて、
仮説１：ビジョンが、関係者にとっての上位の⽬標と整合する時、それ
はより、（彼らの創造性発揮に対する）⾃律的動機づけとなる。上位の
⽬標と整合しない時、それはより、管理的動機づけとなる。

仮説２：ビジョンが、関係者の創造性発揮に対する、⾃律的動機づけと
なる時、管理的動機づけとなる時よりも、より創造性発揮に結びつく。
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ビジョンと
関係者個⼈の
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６．今後の予定

仮説検証のために、ビジョンの質を含めた統制条件を与える実験調査を
実施予定。

実験
群：ビジョンのタイプ 動機づけ 創造性発揮
個⼈の⽬標と整合 → ⾃律的動機づけ → ⾼いアイデア創造性
個⼈の⽬標と不整合 → 管理的動機づけ → 低いアイデア創造性
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６．今後の予定

想定されるインプリケーション：
バックキャスティングにおいて、ビジョン実現を意図し、そのためのイノ
ベーションを意図する時、ビジョンそのものがよく合理的で意義があるこ
とや、その実現可能性を確認するだけでは不⼗分。

関係者個⼈それぞれにとっての上位の⽬標が、ビジョンとどれだけ整合し
ているかの理解が求められるであろう。
その上で、より多くの個⼈の⽬標がビジョンとより整合していることが望
ましく、それがイノベーション実現の可能性につながる。

関係者個⼈の⽬標がビジョンとは異なる場合、その個⼈の⽬標をビジョン
とできるだけ近づける、あるいは個⼈がビジョンと近い⽬標を取りいれ⾃
分のうちに統合化することを促すことが求められる。
そのために、各個⼈がビジョンの意義をより理解するように仕向けること
が求められる。
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